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福島第一原子力発電所の現実的な臨界評価を実施するための枠組みを提案し，現在の知見に基づく試算の

結果について報告する。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所に対する統計的臨界評価手法を提案する。臨界評価に係る物理パラメタは未だ不

確かであるが，保守的な仮定を重ねると過度に保守的な設備要求となる可能性がある。提案する手法の目

的は，現在，または将来得られる炉内調査による知見や事故解析コードの結果を取り込み，現実的な状態

を評価する枠組みを提供することにある。 

2. 方法 

開発した方法は，臨界評価に係るパラメタをサンプリングする方法，連続エネルギーモンテカルロ法に

よる臨界計算手法，計算結果を統計的に処理する方法からなる。デブリの大きさや高さ，構造材の混入割

合といった物理パラメタは，炉内状況に係る知見を用いて定めた確率分布関数を用いてサンプリングする。

臨界計算の結果を統計的に処理することにより中性子増倍率の分布が評価できる。また、これらの結果か

ら、どの物理パラメタが中性子増倍率と相関が強いかが判定できる。また、中性子増倍率に関する知見や

観測結果が得られる場合、それを基にベイズ推定することにより仮定した確率分布に対する事後確率を求

めることができ、より観測結果に整合する確率分布を求めることができる。 

報告では 1 号機に対する統計的臨界評価の例を示す。解析体系は、圧力容器と格納容器をモデル化した 3

次元体系とした。デブリは圧力容器下部プレナム，ペデスタル，ドライウェルに落下しているものとした。

デブリの分布は過酷事故解析コード MAAP の解析結果を基に定めた。また、デブリ性状に関する情報につ

いては，デブリ性状把握 PJ から提供される特性リストを考慮して設定した 1)。 

確率分布の改良の例として，平成 27 年度の PCV ガス管理システムの Kr-88 と Xe-135 の放射能濃度測定

結果から評価した中性子源増倍係数 2) を基に, 構造材の混入割合をベイズ推定した結果について報告する。 

3. まとめ 

現在の結果は，設定した確率分布を基にしたものであるが，物理パラメタと中性子増倍率の相関などの

知見を提供可能である。また、今後得られる知見を順次取り込むことにより，現実的な評価に近づけるこ

とができると考えている。 
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